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情報処理定理 
まえがき： 情報とメディア化時代、移動体通信メディア機
器として、携帯電話が地球規模で広まった。情報技術ＩＴの
進歩は携帯電話技術の進歩といっても過言ではない。携帯電
話は技術開発のエンジンパワーである。各種情報処理と通信
メディア機器のパソコンにおける情報メディア技術の進歩も
著しい。さらに、メディア放送機器の受信薄型液晶ワイド画
面テレビにおけるメディア技術の進歩も著しいものである。 
 情報メディア機器の設計は色々の高度化技術が使用されて
いる。すなわち、プログラムとデータが一体となったオブジ
ェクト指向設計技術が使われている。システムの安全・高速
化のために、並列設計技術も導入されている。さらに、シス
テムに付加価値をつけるために、組込み設計技術もハード・
ソフトを問わず使用されている。画像情報設計にそれらの技
術を導入している。 

 本報告ではオブジェクト指向設計技術としてウォルシュ・
アダマール変換が使われている。ウォルシュ・アダマール変
換によって、原画像情報をＷＨＴスペクトル画像情報に変換
する。その WHT スペクトル画像情報にいろいろな操作を与え
る。さらに逆変換して変換画像情報（フィルタ画像情報・圧
縮画像情報・アスペクト比画像情報）を得る。それらの画像
情報処理設計法を開発実現している。 
 それらのシステムを設計する方法は組込みオブジェクトと
並列処理オブジェクトを用いることである。特徴抽出（フィ
ルタ）画像情報定理、圧縮画像情報定理およびアスペクト比
画像情報定理の証明と定理の使い方を示したので報告する。
設計に使用したソフトはマイクロソフトのVisual Basic. NET 
2003とExcelアプリケーションソフトである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 アスペクト比画像情報Ver2.2 
 
画像情報処理の定理と証明： 
○ アルゴリズム定理 1：ＷＨＴ・ピタゴラス画像情報圧縮
不等式を用いて、画像情報圧縮処理・画像情報特徴抽出処理
ができる。 
◎ アルゴリズム定理 2：ＷＨＴ・ピタゴラス圧縮不等式を
用いて、画像情報圧縮処理・画像情報特徴抽出処理・画像情
報多層構造アスペクト比処理ができる。 
 
◎ アルゴリズム定理2の証明） 
アスペクト比画像情報：行列（アスペクト比画像）を基本ブ
ロックとする。普通8Ｘ8または16Ｘ16の行列である。それ
らを縦横同じに並べて 256Ｘ256 のアスペクト比画像情報を
作る。すなわち、縦横比1：1のアスペクト比画像情報である。
また、それらを縦横に192Ｘ256のアスペクト比画像情報を作
る。すなわち、縦横比 3：4 のアスペクト比画像情報を作る。

さらに、それらを縦横に144Ｘ256のアスペクト比画像情報を
作る。すなわち、縦横比 9：16 のアスペクト比画像情報を作
る。それら 3 つを下層画像情報、中層画像情報、上層画像情
報として並べたのがアスペクト比3層構造画像情報である。 
（ＷＨＴ）：ウォルシュ・アダマール行列、（ＩＷＨＴ）：逆ウ
ォルシュ・アダマール行列 
とする。 
ウォルシュ・アダマール級数展開画像情報公理を用いる。 

（アスペクト比画像）＝（アスペクト比画像００）＋・・・＋
（アスペクト比画像ｎｎ） 
アスペクト比画像情報を（アスペクト比画像）とすると 
必要性の証明 
 （アスペクト比画像）（ＷＨＴ） 
＝（ＷＨＴスペクトル画像） 
ＷＨＴ級数展開画像情報のｉｊ項画像情報とＷＨＴスペ
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クトル行列のｉｊ要素ＷＨＴスペクトル画像情報が対応して
いる。ピタゴラス圧縮画像情報はＷＨＴスペクトル行列画像
情報の様相に関係している。 
十分性の証明 
 （ＷＨＴスペクトル画像）（ＩＷＨＴ） 
＝（アスペクト比画像）（ＷＨＴ）（ＩＷＨＴ） 
＝（アスペクト比画像）（単位） 
＝（アスペクト比画像） 
証明終り） 
 
ピタゴラス圧縮不等式を含んだ画像情報定理： 
圧縮の方法までを規定した画像情報処理定理を示す。（ｃ

ｕｔｏｆｆ１）２＜＝（ｉ２＋ｊ２）＜＝（ｃｕｔｏｆｆ２）２

グラフの不等式を満たすｉ行ｊ列の配列座標を選ぶ。そのｉ
行ｊ列の配列座標におけるＷＨＴスペクトル画像情報R(i,j)
をゼロとする。そのR(i,j)を圧縮ＷＨＴスペクトル画像情報
と定義する。ピタゴラス圧縮計算表と圧縮ＷＨＴスペクトル
画像情報R(i,j)生成表を示す。 
ピタゴラス圧縮不等式による画像情報圧縮率の定義： 
 ブロック長Ｎのスペクトル画像情報にピタゴラス圧縮不等
式を導入する。視覚特性を考慮した圧縮画像情報を考える。
すなわち、その画像情報のＰピクセルをゼロにする。それに
よって出来上がったスペクトル画像情報を圧縮スペクトル画
像情報という。ゼロピクセルＰとブロックピクセルＮ２の比を
画像情報圧縮率と定義する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
成果・まとめ： 
 画像情報処理設計の仕組みを述べた。すべての画像情報は
ウォルシュ・アダマール画像情報級数で表せるという原理を
用いた。また、圧縮画像情報処理設計のために画像情報視覚
特性原理を用いた。それら２つの原理を用いると圧縮画像情
報・特徴抽出画像情報が得られる。すべての画像情報をブロ
ック画像情報級数で表せるという画像情報原理を用いた。そ
の原理を用いるとアスペクト比画像情報が得られる。それら
を纏めたのが画像情報処理の定理である。それらの定理の画
像情報処理システムを設計した。入力画像情報は２５６x２５
６ピクセルのLENA標準画像情報である。出力画像情報は１４
４x２５６ピクセルのワイド画像情報および圧縮率９４．１％
の圧縮画像情報である。ブロックサイズは１６x１６ピクセル
である。今後の検討事項として、医療画像情報処理とウォル

シュ・アダマール変換ＷＨＴスペクトル画像情報処理等であ
る。 
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